
健
康
ガ
イ
ド

★
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
２
４
・
１
３
８
６　

ＦＡＸ
２
４
・
４
６
３
８

★
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
４
３
・
６
６
５
５　

ＦＡＸ
４
４
・
１
４
９
２

★★★★

★★★★

　

こ
こ
ろ
の
悩
み
ご
と
な
ど
に
、
専

門
の
相
談
員
が
電
話
で
相
談
に
応
じ

ま
す
。
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
利

★
こ
こ
ろ
と
い
の
ち
の

電
話
相
談

★
マ
タ
ニ
テ
ィ
、パ
パ
・

マ
マ
ス
ク
ー
ル
大
好
評

　

悩
み
ご
と
や
心
配

ご
と
は
一
人
で
抱
え

込
ま
ず
、
誰
か
に
相

談
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
無
料
の
相
談
で
す
の
で
、
気

軽
に
利
用
く
だ
さ
い
。

【
日
時
・
会
場
】

３
月
18
日 

石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

３
月
６
日 

八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

・
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

※
利
用
に
は
、
予
約
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
日
程
な
ど
都
合
が
悪
い
場
合

は
、
相
談
く
だ
さ
い
。

★
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

を
利
用
く
だ
さ
い

　
「
こ
こ
ろ
の

体
温
計
」
は
、

携
帯
電
話
や
パ

ソ
コ
ン
で
、
気

軽
に
ス
ト
レ
ス

や
落
ち
込
み
度
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。
昨
年
４
月
の
導
入

か
ら
、
延
べ
２
万
人
も
の
人
が
利
用

し
ま
し
た
。
本
人
モ
ー
ド
や
家
族

モ
ー
ド
、
赤
ち
ゃ
ん
マ
マ
モ
ー
ド
の

ほ
か
、
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
モ
ー

ド
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

自
分
と
、
周
り
の
大
切
な
人
の
心

の
健
康
を
守
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
利
用

く
だ
さ
い
。

★
こ
こ
ろ
の
体
温
計
を

利
用
く
だ
さ
い

ＨＰ二
種
混
合
、

麻
し
ん
風
し
ん

★
予
防
接
種
は
済
み
ま

し
た
か
？

　

対
象
者
で
、
ま
だ
予
防
接
種
を
受

け
て
い
な
い
人
は
、
忘
れ
ず
に
３
月
中

に
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
二
種
混
合（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
）

【
対
象
者
】
市
内
小
学
６
年
生
（
平

成
12
年
４
月
２
日
～
平
成
13
年
４
月

１
日
生
ま
れ
）

【
接
種
期
限
】
平
成
25
年
３
月
31
日

【
接
種
方
法
】
指
定
医
療
機
関
で
の

個
別
接
種
（
予
約
制
）

●
麻
し
ん
風
し
ん
（
２
期
・
４
期
）

【
対
象
者
】

２
期
…
平
成

25
年
４
月
に

小
学
校
入
学

（
平
成
18
年
４

月
２
日
～
平

★
ピ
カ
ピ
カ
歯
み
が
き

教
室
の
参
加
者
募
集
！

　

フ
ッ
化
物
塗

布
を
希
望
す
る

未
就
学
児
を
対
象
に
、
歯
科
診
察
・

歯
み
が
き
指
導
・
フ
ッ
化
物
塗
布
を

す
る
ピ
カ
ピ
カ
歯
み
が
き
教
室
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
参
加
を
希
望
す
る

人
は
、
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
に
電
話

か
窓
口
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
石
岡
地
区

【
日
時
】
３
月
６
日
（
水
）

・
午
後
１
時
～
１
時
20
分 

受
け
付
け

※
２
歳
児
母
子
歯
科
健
診
と
同
時
に

実
施
し
ま
す
。

【
会
場
】
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー　
　

【
定
員
】
15
人

※
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

Ａ
｛
ケ
チ
ャ
ッ
プ
小
さ
じ
４
、
塩
小

さ
じ

1/4
、
こ
し
ょ
う
少
量
、
水
小
さ

じ
２
と

1/2
｝

レ
タ
ス
60
ｇ
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
８
個
、

細
切
り
チ
ー
ズ
55
ｇ

◆
作
り
方　
　

❶
玉
ね
ぎ
、
ピ
ー
マ
ン
は
み
じ
ん

切
り
、
レ
タ
ス
は
千
切
り
に
す
る
。

ミ
ニ
ト
マ
ト
は
へ
た
を
と
っ
て
、
４

等
分
に
切
っ
て
お
く
。

❷
フ
ラ
イ
パ
ン
に
サ
ラ
ダ
油
を
熱

し
、
玉
ね
ぎ
と
ピ
ー
マ
ン
を
し
ん
な

り
す
る
ま
で
炒
め
る
。

❸
ひ
き
肉
を
加
え
、
色
が
変
わ
る

ま
で
炒
め
た
ら
、
Ａ
を
入
れ
て
煮

る
。
水
気
が
な
く
な
っ
た
ら
火
を
止

（
１
人
分
：
エ
ネ
ル
ギ
ー
３
６
２

㎉
、
塩
分
０
・
９
ｇ
）

◆
材
料
【
４
人
分
】

合
び
き
肉
１
３
０
ｇ
、
玉
ね
ぎ

１
３
０
ｇ
、
ピ
ー
マ
ン
25
ｇ
、
サ

ラ
ダ
油
小
さ
じ

2/3
、
ご
飯
（
１
人
）

１
３
０
ｇ
、

♪タコライス

★幸せは食事から★

●
が
ん
闘
病
体
験
記

　
　

～
放
射
線
治
療
で

　
　
　
　
　
　

前
立
腺
が
ん
根
治
～

　

私
は
、
若
い
頃
か
ら
健
康
に
は
人

一
倍
気
を
使
い
「
が
ん
」
な
ど
の
大

病
と
は
無
縁
と
決
め
込
ん
で
い
た
。

し
か
し
、
い
つ
の
間
に
か
「
が
ん
」

が
忍
び
寄
っ
て
住
み
着
き
、
70
歳
に

し
て
生
検
の
結
果
「
顔
つ
き
の
悪
い

前
立
腺
が
ん
」と
の
宣
告
を
受
け
た
。

　

わ
が
病
と
の
付
き
合
い
は
、
６
年

前
（
平
成
19
年
）
に
人
間
ド
ッ
ク
で
、

Ｐ

※

Ｓ
Ａ
と
い
う
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
を

受
け
た
こ
と
に
始
ま
る
。
こ
の
頃
、

兄
が
前
立
腺
肥
大
で
医
者
通
い
を
し

用
く
だ
さ
い
。

・
毎
月
第
２
火
曜
日
（
３
月
12
日
）

・
午
前
９
時
～
正
午

・
午
後
１
時
～
４
時

♥
相
談
番
号 

☎
４
３
・
６
６
５
５

　
　
　
　
（
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　

病
気
や
け
が
で
輸
血
が
必
要
な
人

の
た
め
、
献
血
に
協
力
願
い
ま
す
。

●
３
月
７
日
（
木
）

　
　

八
郷
総
合
支
所

・
午
前
９
時
30
分

　
　
　
　

～
11
時
45
分

●
３
月
14
日
（
木
）

　
　

石
岡
市
役
所 

・
午
前
９
時
30
分
～
正
午

・
午
後
１
時
～
４
時

★
献
血
に

　
　

協
力
く
だ
さ
い

め
る
。

❹
温
か
い
ご
飯
を
器
に
盛
り
、
ひ

き
肉
、レ
タ
ス
、ミ
ニ
ト
マ
ト
、チ
ー

ズ
を
盛
り
付
け
る
。

◆
ポ
イ
ン
ト　

・
子
ど
も
向
け
の
辛
く
な
い
タ
コ
ラ

イ
ス
で
す
。
Ａ
に
、
ニ
ン
ニ
ク
や
チ

リ
パ
ウ
ダ
ー
を
加
え
る
と
大
人
向
け

の
味
に
な
り
ま
す
。

・
目
玉
焼
き
や
ア
ボ
ガ
ド
ス
ラ
イ
ス

な
ど
、
好
み
の
ト
ッ
ピ
ン
グ
を
加
え

て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
タ
コ
ラ
イ
ス
を
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
。

★
こ
の
レ
シ
ピ
は
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
さ

ん
の
お
す
す
め
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

　

市
で

は
マ
タ

ニ
テ
ィ

ス
ク
ー

ル
と
パ

パ
マ
マ

ス
ク
ー

ル
を
開

催
し
て

い
ま
す
。
毎
回
、
助
産
師
・
保
健
師
・

栄
養
士
・
運
動
指
導
士
が
実
技
を
交

え
た
分
か
り
や
す
い
内
容
で
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
参
加
者
の
声
を
届
け
ま

す
の
で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
待
っ
て
い
ま
す
。

・
沐も

く
よ
く浴
の
仕
方
を
人
形
を
使
っ
て
学

ん
だ
り
、
赤
ち
ゃ
ん
人
形
で
胎
児
の

大
き
さ
が
わ
か
っ
た
の
で
、
本
で
見

る
よ
り
イ
メ
ー
ジ
が
わ
き
ま
し
た
。

・
楽
し
く
分
か
り
や
す
く
教
え
て
く

れ
て
助
か
り
ま
す
。
ま
た
、
ほ
か
の

妊
婦
さ
ん
と
の
交
流
が
で
き
て
良

か
っ
た
で
す
。

・
す
ご
く
丁
寧
で
よ
か
っ
た
で
す
。

出
産
を
家
族
で
協
力
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

住
民
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

て
い
る
こ
と
を
聞
き
、
採
血
で
簡
単

に
で
き
る
こ
の
検
査
を
受
け
た
。

　

検
査
結
果
の
数
値
が
高
か
っ
た
の

で
、
転
移
を
疑
っ
た
主
治
医
は
、
転

移
が
考
え
ら
れ
る
あ
ら
ゆ
る
部
位
の

精
密
検
査
を
行
っ
た
。
結
果
は
、
転

移
寸
前
な
が
ら
、
が
ん
は
前
立
腺
の

中
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

　

治
療
に
は
い
ろ
い
ろ
な
選
択
肢
が

あ
る
中
、
放
射
線
治
療
と
薬
物
（
ホ

ル
モ
ン
）
療
法
を
選
び
、
４
年
に
わ

た
る
闘
病
の
末
、
紆う

よ
き
ょ
く
せ
つ

余
曲
折
は
あ
っ

た
も
の
の
、
苦
悩
の
日
々
を
乗
り
超

え
根
治
に
至
っ
た
。

　

中
高
年
に
急
増
中
の
こ
の
が
ん

は
、
本
体
の
進
行
は
症
状
が
な
く
ス

ロ
ー
だ
が
、
骨
髄
や
血
液
に
転
移
し

や
す
く
、
大
切
な
命
を
落
と
す
ケ
ー

ス
が
多
い
と
の
こ
と
。

　

世
の
50
歳
過
ぎ
の
男
性
に
「
早
期

発
見
・
早
期
治
療
の
必
要
性
」
を
、

声
を
大
に
し
て
伝
え
た
い
。

＊
パ
ソ
コ
ン
の
人
は
こ
ち
ら
か
ら
！

　

 https://fishbow
lindex.jp/

ishioka/

＊
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

人
は
、
こ
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
読

み
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

成
19
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
の
人

４
期
…
高
校
３
年
生
に
相
当
す
る
年

齢
（
平
成
６
年
４
月
２
日
～
平
成
７

年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
の
人

※
高
校
２
年
生
で
受
け
た
人
を
除
く
。

【
接
種
期
限
】
平
成
25
年
３
月
31
日

【
接
種
方
法
】
指
定
医
療
機
関
で
の

個
別
接
種
（
予
約
制
）

＊
不
明
な
点
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

下林在住
　　笹沼　登さん

検
診
で
取
り
戻
し
た
健
康

    『
早
期
発
見
、

　

  

早
期
治
療
の
大
切
さ
』

※
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
は
、

血
液
検
査
で
行
う
前

立
腺
が
ん
の
検
診
で

す
。

１９　 広報いしおか３月 1 日号  №１７８ 広報いしおか３月 1 日号  №１７８　１8

　

３
月
は
、
卒
業
や
退
職
な
ど
人
生

の
大
き
な
節
目
を
迎
え
た
り
、
年
度

末
で
多
忙
だ
っ
た
り
と
、
気
付
か
な

い
う
ち
に
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る

こ
と
も
多
い
よ
う
で
す
。

　

①
毎
日
の
生
活
に
充
実
感
が
な
い

②
こ
れ
ま
で
楽
し
ん
で
や
れ
て
い
た

こ
と
が
楽
し
め
な
く
な
っ
た
③
以
前

は
楽
に
で
き
て
い
た
こ
と
が
お
っ
く

う
に
感
じ
ら
れ
る
④
自
分
が
役
に
た

あ
な
た
の
こ
こ
ろ

　
　

健
康
で
す
か
？

つ
人
間
だ
と
思
え
な
い
⑤
訳
も
な
く

疲
れ
た
よ
う
な
感
じ
が
す
る
。
①
～

⑤
の
内
、
２
項
目
以
上
が
２
週
間
以

上
ほ
と
ん
ど
毎
日
続
い
て
い
る
場
合

は
、う
つ
病
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

う
つ
病
を
予
防
す
る
に
は
、
ス
ト

レ
ス
に
気
付
き
、
解
消
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
例
え
ば
、休
養
を
と
る
、

好
き
な
こ
と
を
す
る
、
悩
み
ご
と
や

心
配
ご
と
は
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い

で
誰
か
に
相
談
す
る
な
ど
…
。

　

心
の
疲
れ
の
サ
イ
ン
に
気
付
き
、

心
も
身
体
も
無
理
を
し
な
い
生
活
を

心
掛
け
た
い
も
の
で
す
ね
。

今
月
の
お
す
す
め

連
載
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瓦
塚
特
集 

平
成
23
年
度
の
成
果
④

　

常
陸
国
分
寺
の
瓦
を
焼
い
て
い
た

と
さ
れ
る
瓦
塚
（
部
原
地
区
）
か
ら

は
、
平
城
京
の
影
響
を
受
け
た
と
み

ら
れ
る
瓦
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
単
に
、
常
陸
国
分
寺
の
瓦
の
文

様
に
、
都
の
文
様
が
採
用
さ
れ
た
と

い
う
だ
け
で
は
な
く
、
平
城
京
か
ら

来
た
工
人
に
よ
っ
て
都
の
技
術
が
導

入
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
１
月
１
日
号
参
照
）　

　

瓦
塚
周
辺
は
、
鎌
倉
時
代
の
資
料

を
ひ
も
解
く
と
「
瓦
屋
」
と
呼
ば
れ

て
い
た
時
代
が
あ
り
ま
し
た
。

　

正
倉
院
文
書
に
「
瓦
屋
」
と
記
載

の
あ
る
、
瓦
を
製
作
す
る
工
房
と
同

様
の
も
の
が
、
こ
こ
に
あ
っ
た
と
考

瓦
製
作
の
工
程

　

ま
ず
、
平
安
時
代
の
法
律
で
あ
る

延
喜
式
木も

く
り
ょ
う

工
寮
の
条
を
見
て
み
る

と
、作
業
量
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
粘
土
の
採
掘

　

１
人
１
日
で
、
５
立
方
尺

（
１
２
０
０
㎏
）
を
採
掘
し
ま
す
。

②
粘
土
づ
く
り

　

１
人
１
日
で
、
１
８
０
㎏
の
粘
土

を
細
か
く
砕
き
、こ
れ
に
砂
を
混
ぜ
、

瓦
に
適
し
た
粘
土
に
し
ま
す
。

③
瓦
の
成
形

　

１
人
１
日
で
、
平
瓦
・
丸
瓦
90
枚
、

軒
平
瓦
28
枚
、
軒
丸
瓦
23
枚
を
成
形

し
ま
す
。

④
瓦
の
乾
燥

　

す
ぐ
に
焼
か
ず
に
乾
燥
さ
せ
ま
す
。

⑤
薪ま

き

集
め

　

１
０
０
０
枚
の
瓦
を
焼
く
の
に

２
８
８
０
㎏
の
薪
を
使
用
し
ま
す
。

⑥
窯
の
火
入
れ

　

焼
く
だ
け
で
は
な
く
、
窯
入
れ
か

ら
窯
出
し
ま
で
の
作
業
を
含
み
ま

す
。

⑦
瓦
の
運
搬

　

１
人
で
、
平
瓦
12
枚
、
丸
瓦
16

枚
、
軒
丸
瓦
９
枚
、
軒
平
瓦
７
枚
を

背
負
っ
て
運
び
ま
す
。

　

作
業
内
容
は
、
粘
土
採
掘
か
ら
瓦
の

運
搬
ま
で
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

瓦
製
作
の
様
子

石
岡
に
残
る
、
平
城
京
の
足
跡

（
前
号
ま
で
の
あ
ら
ま
し
）

　

で
は
、
実
際
の
平
城
京
の
瓦
屋
の

現
場
で
は
、
ど
の
く
ら
い
の
人
が
働

い
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
天
平
宝

字
３
（
７
５
９
）
年
の
文
書
に
「
領
」

と
呼
ば
れ
る
２
人
の
指
導
者
と
「
工
」

と
呼
ば
れ
る
８
人
の
工
人
が
食
料
を

請
求
し
た
内
容
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

図
１
の
資
料
は
、
１
か
月
あ
た
り

の
瓦
製
作
の
労
働
量
を
報
告
す
る
天

平
宝
字
６
（
７
６
２
）
年
の
文
書
で

す
。
こ
の
資
料
か
ら
、
瓦
屋
で
は
延

べ
８
１
３
人
（
傍
線
①
）
の
工
人
が

働
い
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

そ
の
う
ち
将
領
（
指
導
者
の
こ
と

か
）
は
55
人
、
瓦
工
は
２
３
０
人
、

仕し
ち
ょ
う丁
は
５
２
８
人
。
仕
丁
と
は
全
国

の
村
か
ら
２
人
ず
つ
選
ば
れ
、
都
で

労
働
に
従
事
す
る
人
の
こ
と
で
、
瓦

作
り
の
プ
ロ
と
い
う
よ
り
は
現
地
で

雑
務
や
補
佐
を
し
て
い
た
者
。
そ
れ

ぞ
れ
の
延
べ
人
数
を
30
日
で
割
る
と

天
平
宝
字
３
年
の
文
書
に
あ
る
人
数

と
概

お
お
むね

合
致
す
る
た
め
、
瓦
屋
で
は

指
導
者
２
人
、
瓦
工
８
人
が
勤
務
し

な
が
ら
瓦
の
製
作
を
行
い
、
必
要
に

応
じ
て
仕
丁
が
配
属
さ
れ
る
と
い
う

仕
組
み
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

１
か
月
に
１
万
枚
を
超
え
る
瓦
の

生
産
量
（
傍
線
②
）
を
誇
り
、
こ
れ
を

わ
ず
か
１
３
５
人
（
傍
線
③
）
足
ら
ず

で
作
っ
て
い
た
生
産
性
の
高
さ
や
、
延

喜
式
に
は
見
ら
れ
な
い
に
も
関
わ
ら

ず
瓦
屋
の
修
理
や
清
掃
ま
で
行
っ
て

い
た
こ
と
、
瓦
屋
の
長
さ
が
８
丈
（
24

ｍ
・
傍
線
④
）
と
巨
大
な
建
物
で
あ
っ

た
点
な
ど
は
注
目
に
値
し
ま
す
。

瓦
屋
の
様
子
か
ら
見
え
て
く
る
光
景

　

瓦
塚
で
は
、
瓦
を
焼
く
窯か

ま
あ
と跡

の
み

が
確
認
さ
れ
て
い
て
、
瓦
を
成
形
す

る
工
房
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
の
が

現
状
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
か
す
み
が
う
ら

市
の
松
山
瓦が

よ
う窯

で
は
、
今
年
度
の
調

査
で
長
さ
18
ｍ
以
上
の
長
大
な
建
物

跡
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
国
で

も
最
大
規
模
の
窯
跡
だ
と
さ
れ
る
瓦

塚
で
は
、
正
倉
院
文
書
な
ど
に
出
て

く
る
よ
う
な
体
制
で
瓦
を
作
っ
て
い

た
可
能
性
は
高
い
と
い
え
ま
す
。

　

正
倉
院
文
書
な
ど
の
資
料
か
ら
読

み
取
れ
る
か
つ
て
の
人
々
の
働
き
ぶ

り
、
そ
れ
は
石
岡
の
地
に
も
あ
っ
た

光
景
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

え
ら
れ
ま
す
。（
２
月
１
日
号
参
照
）

　

実
際
の
「
瓦
屋
」
の
様
子
は
ど
の
よ

う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

瓦
屋
の
製
作
工
程
や
働
く
人
数
な

ど
が
記
さ
れ
た
延え

ん
ぎ
し
き

喜
式
や
正
倉
院
文

書
な
ど
の
資
料
か
ら
想
像
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
そ
こ
か
ら
、
１
０
０
０
年

以
上
前
の
人
々
の
働
き
ぶ
り
が
浮
か

び
あ
が
っ
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

瓦
塚
の
様
子
を
考
え
る

～
正
倉
院
文
書
よ
り
～

図１
天平宝字 6 年の文書

①

③

④

②

広報いしおか３月 1 日号  №１７８　２0

図
書
館
つ
う
し
ん

中
央
図
書
館 

２
階
視
聴
覚
室

《
３
月
の
お
は
な
し
玉
手
箱
》

・
２
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
～

《
３
月
の
お
は
な
し
会
》

・
16
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
～

中
央
公
民
館

《
３
月
の
お
は
な
し
フ
レ
ン
ズ
》

・
９
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
～

◎
対
象
は
、
幼
児
か
ら
小
学
校
中

学
年
程
度
で
す
。
時
間
は
い
ず
れ
も

30
分
程
度
で
す
。興
味
の
あ
る
人
は
、

お
出
で
く
だ
さ
い
。

《
新
着
案
内
》

　

新
着
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
Ｃ
Ｄ

・
ゴ
ー
ル
デ
ン
ベ
ス
ト  

由
紀
さ
お
り

・
オ
ー
パ
ス
オ
ー
ル
タ
イ
ム
ベ
ス
ト                          

                                   

山
下
達
郎

・
み
ん
な
の
恋
し
た
歌
謡
曲 

青
春
編

・
み
ん
な
の
恋
し
た
歌
謡
曲 

恋
愛
編

・
イ
ェ
イ 

キ
ッ
ズ
ソ
ン
グ

・
ボ
ー
ン
・
デ
ィ
ス
・
ウ
ェ
イ

                            

レ
デ
ィ
ー
ガ
ガ

・
決
定
版 

大
河
ド
ラ
マ
全
曲
集

・
日
本
の
恋
と
ユ
ー
ミ
ン
と

                                

松
任
谷
由
美

・
こ
ど
も
の
う
た
大
全
集
ス
ー
パ
ー

ベ
ス
ト
１
０
０

・
リ
ボ
ル
バ
ー    

ザ
・
ビ
ー
ト
ル
ズ

▼
一
般
書

・
お
母
さ
ん
の
た
め
の
子
供
の
デ
ジ

タ
ル
マ
ナ
ー
と
し
つ
け 

中
元
千
鶴
著

・
達
人 

吉
沢
久
子 

老
け
な
い
生
き

方
、
暮
ら
し
方　
　
　

吉
沢
久
子
著

・「
イ
ヤ
な
気
持
ち
」
を
消
す
技
術

　
　
　
　
　
　
　
　

苫と
ま
べ
ち

米
地
英
人
著

・
あ
な
た
の
知
ら
な
い
茨
城
県
の
歴
史

　
　
　
　
　
　
　
　

  

山
本
博
文
監
修

・
茨
城
の
う
ま
い
カ
レ
ー

　

          

カ
レ
ー
食
べ
尽
く
し
隊
編

・
遊
び
奉
行                   

野
口
卓
著

・
卵
、
牛
乳
、
砂
糖
な
し
お
菓
子
じ
ゃ

な
い
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ   

藤
井
恵
著

・
お
ふ
た
り
様
の
シ
ン
プ
ル
ラ
イ
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上
祥
子
著

・
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
＆
シ
ー
裏

技
ハ
ン
デ
ィ
ガ
イ
ド
２
０
１
３
年
版

　

Ｔ
Ｄ
Ｌ
＆
Ｔ
Ｄ
Ｓ
裏
技
調
査
隊
編

▼
児
童
書

・
お
し
ろ
の
い
ち
ね
ん

　
　
　

オ
リ
ビ
ア
・
ブ
ル
ッ
ク
ス
文

・
お
ば
っ
ち
の
ブ
イ
サ
イ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　

後
藤
み
わ
こ
著

・
か
え
り
み
ち
は
ひ
み
つ
の
に
お
い

                         

ふ
じ
た
な
ほ
み
作

・
劇
団
６
年
２
組    

吉
野
万
理
子
作

・
中
学
時
代
が
ハ
ッ
ピ
ー
に
な
る
30

の
こ
と                     

中
谷
彰
宏
著

・
学
研
ま
ん
が 

Ｎ
Ｅ
Ｗ
日
本
の
歴
史

シ
リ
ー
ズ              

大
石
学
総
監
修

・
好
奇
心
を
そ
だ
て
考
え
る
の
が

好
き
に
な
る
科
学
の
ふ
し
ぎ
な
話

３
６
５       

日
本
科
学
未
来
館
監
修

《
図
書
の
破
損
に
つ
い
て
》

・
エ
ル
マ
ー
と
１
０
０
さ
い
の
た
ん

じ
ょ
う
び 

デ
ビ
ッ
ド
・
マ
ッ
キ
ー
文

・
お
と
の
さ
ま
の
じ
て
ん
し
ゃ

　
　
　
　
　
　
　

中
川
ひ
ろ
た
か
作

　　

図
書
館
の
本
が
破
け
て
い
る
な
ど

の
破
損
に
気
付
い
た
場
合
、
ま
た
は

破
損
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
各
自

で
修
理
せ
ず
に
中
央
図
書
館
の
カ
ウ

ン
タ
ー
ま
で
持
参
く
だ
さ
い
。

※
専
用
の
特
殊
テ
ー
プ
・
特
殊
ボ
ン

ド
で
補
強
し
ま
す
。

◉
対
象　

市
内
に
在
住
・
在
勤
・

在
学
す
る
18
歳
以
上
の
人
で
、
原
則

と
し
て
、
週
１
回
以
上
市
内
を
パ
ト

ロ
ー
ル
で
き
る
人
。

◉
申
込
方
法　

住
所
・
氏
名
・
生

年
月
日
な
ど
を
証
明
で
き
る
も
の

（
運
転
免
許
証
、住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
、
市
外
在
住
者
は
在
職
証
明
書
や

学
生
証
な
ど
）
を
持
参
し
て
、
窓
口

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◉
そ
の
他

・
手
続
き
完
了
後
、
会
員
証
を
交
付

し
、
パ
ト
ロ
ー
ル
用
の
帽
子
、
腕
章

を
貸
与
し
ま
す
。（
退
会
す
る
場
合

は
、
必
ず
返
却
く
だ
さ
い
）

・
継
続
の
場
合
は
、
手
続
き
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

・
万
が
一
の
事
故
に
備
え
て
市
民
総

合
賠
償
補
償
保
険
（
費
用
は
市
が
負

担
）
に
加
入
し
て
い
ま
す
。
パ
ト

ロ
ー
ル
中
に
発
生
し
た
事
故
に
つ
い

て
は
、
そ
の
保
険
契
約
に
基
づ
い
て

補
償
さ
れ
ま
す
。

◉
パ
ト
ロ
ー
ル
の
心
得

❶
必
ず
帽
子
と
腕
章
を
着
用
し
、

自
己
の
責
任
に
お
い
て
安
全
な
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

貸
与
し
た
帽
子
と
腕
章
は
、
他
人
に

貸
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

❷
行
き
交
う
人
や
地
域
住
民
と
、

あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
よ
う
に
心
掛
け

て
く
だ
さ
い
。

❸
健
康
に
留
意
し
て
、
無
理
を
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

❹
犯
罪
や
不
審
者
（
車
）
な
ど
を

目
撃
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
警
察
に

通
報
し
、
捕
ま
え
る
な
ど
の
危
険
な

行
為
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

❺
他
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
財
産
を

侵
害
す
る
よ
う
な
行
為
は
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

✿
問
い
合
わ
せ

・
市
役
所 

生
活
環
境
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
２
９
）

・
八
郷
総
合
支
所 

総
務
課

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
３
３
８
）

エ
ン
ゼ
ル
・
パ
ト
ロ
ー
ル
に
参
加
を

２１　 広報いしおか３月 1 日号  №１７８

　

市
で
は
、
地
域
の
連
帯
を
強
め
、
身
の
回
り
で
起
こ
る
犯
罪
を
未
然
に

防
ぐ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
エ
ン
ゼ
ル
・
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
散
歩
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
を
し
な
が
ら
、

気
軽
に
地
域
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
す
る
も
の
で
す
。

　

あ
な
た
も
安
心
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

【
３
月
の
休
館
日
】

　

４
・
11
・
18
・
20
・
25
・
28
日



問い合わせ
消費生活センター

（市役所内）
月～金曜日（祝日除く）
午前 10 時～正午
午後１時～４時 30 分
☎ 22‒2950

生活ホットライン
ネットの
誇大広告に注意！

日
時　

３
月
14
日
（
木
）

　
　
　

３
月
28
日
（
木
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時　

場
所　

市
役
所
１
階 

相
談
室

■
相
談
予
約
・
問
い
合
わ
せ

　

企
画
課 

男
女
共
同
参
画
担
当  

  　

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
　

 

（
内
線
２
２
２
）

　

離
婚
・
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
・
家

庭
の
悩
み
な
ど
、
女
性
の
抱
え
る

様
々
な
問
題
に
つ
い
て
、
専
門
の
相

談
員
が
、
相
談
者
が
自
ら
の
力
で
解

決
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

【
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
】

女
性
の
た
め
の
困
り
ご
と
相
談

　

１
月
27
日
に
、
一
般
社
団
法
人 

大
学
女
性
協
会
理
事
の
城
倉
純
子
氏

に
よ
る
講
演
会
「
な
ぜ
起
き
る
？
ド

メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
（
Ｄ

Ｖ
）」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

18
～
26
歳
の
若
者
対
象
の
意
識
調

査
（
大
学
女
性
協
会
茨
城
支
部
調
べ

２
０
０
８
年
）
か
ら
若
者
の
Ｄ
Ｖ
の

現
状
を
知
る
こ
と
と
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者

を
守
る
た
め
に
必
要
な
法
の
整
備
と

い
う
二
つ
の
テ
ー
マ
か
ら
、
Ｄ
Ｖ
の

問
題
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

 

第
二
回
さ
わ
や
か
ハ
ー
モ
ニ
ー
セ
ミ
ナ
ー

「
な
ぜ
起
き
る
？
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク

　
　
　
　

バ
イ
オ
レ
ン
ス
（
Ｄ
Ｖ
）」
報
告

か
が
や
き

の　
未来を拓

ひひ

く

　男 ひひ
と
女 ひ
ひ

若
者
の

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
の
実
態

Ｄ
Ｖ
加
害
者
へ
の

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
必
要
性

Ｄ
Ｖ
の
現
状
と
課
題

　

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
と
は
、
結
婚
し
て
い

な
い
若
い
恋
人
間
で
起
こ
る
Ｄ
Ｖ
の

こ
と
を
言
い
ま
す
。
２
０
０
８
年
の

意
識
調
査
に
よ
る
と
、
５
人
に
１
人

の
女
子
中
高
生
が
被
害
に
遭
っ
て
い

る
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
調
査
か
ら
「
携
帯
電

話
を
勝
手
に
見
ら
れ
た
」
な
ど
の
男

性
の
被
害
に
対
し
て
、
女
性
は
「
暴

言
や
暴
力
」、「
性
行
為
の
強
要
」
な

ど
の
割
合
が
高
く
、
被
害
が
よ
り
深

刻
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

相
手
に
嫌
わ
れ
た
く
な
い
、
嫌
と

言
え
な
い
な
ど
の
理
由
で
、
相
手
か

ら
離
れ
ら
れ
な
い
女
性
も
多
い
と
い

い
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
は
、
被
害
者
を
女
性
に
限
定

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
配
偶
者
か
ら
の

暴
力
の
被
害
者
は
、
女
性
で
あ
る
こ

と
が
多
い
と
言
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

個
人
の
問
題
と
し
て
片
付
け
ら
れ
な

い
社
会
構
造
の
問
題
に
も
大
き
く
関

係
し
て
い
ま
す
。

　

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
や
ス
ト
ー
カ
ー
事
件

を
起
こ
し
た
加
害
者
が
、
更
正
せ
ず

に
、
別
の
女
性
に
危
害
を
加
え
、
被

害
が
再
生
産
さ
れ
て
い
る
と
い
う
現

実
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｄ
Ｖ
で
両

親
が
別
れ
た
こ
と
に
対
す
る
子
ど
も

た
ち
の
シ
ョ
ッ
ク
の
深
さ
を
親
が
考

え
な
い
ま
ま
、
親
子
の
面
会
交
流
を

始
め
る
と
、
子
ど
も
の
人
格
形
成
に

大
き
く
影
響
を
与
え
て
し
ま
う
と
い

う
事
態
も
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
現
実
や
事
態
を
回
避
す

る
た
め
に
は
、
Ｄ
Ｖ
加
害
者
が
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
を
受
け
、
Ｄ
Ｖ
は
犯
罪

な
の
だ
と
加
害
者
自
身
で
認
識
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

認
識
を
促
す
「
加
害
者
更
生
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
の
法
制
化
な
ど
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

ハ 

ー 

モ 

ニ 

ー 

コ 

ー 

ナ 

ー

広報いしおか３月 1 日号  №１７８　２2

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
ネ
ッ
ト
）
普

及
率
（
総
務
省
調
べ
）
が
８
割
に
迫

る
中
、
ネ
ッ
ト
で
買
い
物
を
す
る
人

が
年
々
増
え
て
い
ま
す
。
２
０
１
１

年
に
は
、
ネ
ッ
ト
上
で
行
わ
れ
た

商
取
引
額
は
４
年
前
の
58
％
増
の

８
兆
４
５
９
０
億
円
で
し
た
。

　

ネ
ッ
ト
で
の
買
い
物
の
特
徴
に
は
、

・
自
宅
に
居
な
が
ら
、
買
い
物
で
き
る
。

・
自
分
の
都
合
の
よ
い
時
間
に
買
い

物
が
で
き
時
間
の
節
約
に
も
な
る
。

・
店
舗
購
入
よ
り
安
価
で
あ
る
。

・
商
品
情
報
が
ネ
ッ
ト
広
告
の
み
で
、

実
物
が
イ
メ
ー
ジ
と
違
う
と
い
う
ト

ラ
ブ
ル
が
あ
る
。

・
商
品
を
受
け
と
る
ま
で
に
第
３
者

（
配
達
者
）
の
仲
介
が
あ
る
。

・
申
し
込
み
と
商
品
の
受
け
取
り
ま

で
に
時
間
差
が
あ
る
。

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。　

　

日
本
広
告
審
査
機
構（
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｏ
）

に
は
ネ
ッ
ト
広
告
に
関
す
る
苦
情
や

意
見
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
、
今
後
も

増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、

　

こ
れ
ら
の
広
告
は
、
い
ず
れ
も
効

果
が
な
い
か
、
薬
事
法
に
抵
触
す
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

消
費
者
庁
は
年
間
を
通
し
て
監
視

業
務
を
行
っ
て
お
り
、
誇
大
表
現
を

抽
出
し
改
善
を
要
請
し
て
い
ま
す

が
、
誇
大
広
告
は
次
々
と
掲
載
さ
れ

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

☟
ア
ド
バ
イ
ス

・
ネ
ッ
ト
売
買
（
通
信
販
売
）
は
、

基
本
的
に
は
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度

の
適
用
外
で
す
。
た
だ
し
、
返
品
特

約
（
返
品
扱
い
）
に
つ
い
て
記
載
が

な
い
場
合
、
送
料
は
自
己
負
担
で
商

品
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
８
日
以
内

の
返
品
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

・
パ
ソ
コ
ン
一
つ
で
手
軽
に
事
業
に

参
入
で
き
、
広
告
会
社
な
ど
第
３
者

を
介
さ
ず
広
告
を
出
せ
る
た
め
、
表

現
が
不
適
切
に
な
っ
て
い
る
広
告
が

数
多
く
出
回
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識

し
ま
し
ょ
う
。

★
シ
ー
ル
を
貼
る
だ
け
で
30
日
で         

　

20
㎏
痩
せ
ら
れ
る
！

★
発
毛
率
87
％
！

　
　

俚　
　

謡　総　

社　

鈴
木　

虚
心

浦
は
静
か
な　

鏡
の
水
面

　

映
す
筑
波
の　

初
姿

下　

林　

白
井
冨
喜
江

傘
寿
目
出
度
い　

参
拝
祝
い

　

健
康
祈
っ
た　

初
詣
で

                           

川　

又　

関　
　

清
志

利
根
の
川
風　

頬
刺
す
寒
さ

　

筑
波
背
に
す
り
ゃ　

剣
つ
る
ぎ
か
ぜ

風

貝　

地　

前
島
く
に
子

あ
の
日
別
れ
た　

切
な
い
思
い

　

年
に
一
度
の　

年
賀
状

柿　

岡　

野
口
由
紀
子

胴ど

う

ぎ

め

ん

こ

て

着
面
籠
手　

素
足
に
竹
刀

　

気
合
い
入
っ
た　

初
稽
古

府　

中　

小
川
野　

蛙

川
面
走
れ
と　

水
切
り
石
を

　

競
い
合
う
う
ち　

日
が
暮
れ
る

南
台　

月
乃
香
倶
耶
姫

鵜
戸
は
初
春　

眼
下
に
遥
か

　

神
が
見
守
る　

日
ひ
ゅ
う
が
な
だ

向
灘

府　

中　

稲
田　

す
み

両
手
合
わ
せ
て　

初
日
を
拝
む

　

山
の
頂
上　

御
来
光

東
石
岡　

惣
野
代
英
子

昇
る
初
日
に　

勇
気
を
も
ら
い

　

今
年
ゃ
巳
年
に　

掛
け
る
夢　

杉　

並　

助
川　

浩
史

初
日
拝
ん
で　

年
賀
を
読
ん
で

　

つ
ま
む
お
節せ

ち

に　

清
め
酒

　

四
部
官
制　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

打
田　

昇
三

　

大
た
い
ほ
う
り
つ
り
ょ
う

宝
律
令
以
来
、
官
僚
は
役
所
ご

と
に
長
官
（
か
み
）
次
官
（
す
け
）

判
官
（
じ
ょ
う
）
主
典
（
さ
か
ん
）

の
四
等
級
に
分
け
ら
れ
た
。
当
然
だ

が
組
織
の
大
小
で
格
が
違
い
太
政
官

の
判
官
は
少
納
言
（
国
司
担
当
の
位

階
）
だ
が
、
地
方
国
府
で
は
大
だ
い
じ
ょ
う
掾
で

も
正
七
位
下
し
か
貰
え
な
い
。
衛え

ふ府

の
下
士
官
相
当
で
あ
り
官
位
は
低
い

が
誤
り
を
糺た
だ

す
こ
と
も
職
務
に
含
ま

れ
た
か
ら
国
府
内
で
権
力
を
得
た
。

　

常
陸
国
は
長
官
が
親
王
な
の
で
現

地
に
は
来
ず
、
時
に
は
次
官
（
介
）

も
横
着
で
来
な
い
。
基
本
的
に
は
大

掾
職
の
任
命
も
中
央
が
す
る
の
だ
が

一
般
諸
国
と
違
っ
て
政
府
も
口
を
出

せ
な
い
部
分
が
あ
る
か
ら
平
繁
盛
の

子
孫
が
う
ま
く
世
襲
化
し
、
必
然
的

に
領
地
を
広
げ
大
掾
氏
が
地
域
で
ボ

ス
化
し
た
ら
し
い
。

　

そ
れ
を
嫌
っ
た
源
頼
朝
・
北
条
時

政
・
八
田
知
家
ら
が
多た

け気
義
幹
を
没

落
さ
せ
水
戸
の
馬
場
資
幹
に
継
が
せ

た
。
頼
朝
が
守
護
・
地
頭
を
設
置
し

た
た
め
に
大
掾
の
職
も
無
用
化
し
た

の
だ
が
鹿
島
神
宮
へ
の
奉
仕
の
関
係

で
残
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
大
掾

氏
は
南
北
朝
時
代
か
ら
没
落
が
始
ま

り
、
戦
国
時
代
に
豊
臣
秀
吉
の
許
可

を
得
た
佐
竹
に
滅
ぼ
さ
れ
た
。

泉　

町　

藤
岡
み
つ
子

野
の
風
を
少
し
く
受
け
て
歩
く
午
後

つ
い
口
に
出
る
「
早
春
賦
」
の
歌

茨　

城　

鈴
木　
　

緑

霜
枯
れ
の
庭
に
つ
わ
ぶ
き
凛
と
咲

き
底
冷
え
の
師
走
勘
三
郎
逝
く

東
大
橋　

森　

美
千
瑠

隣
よ
り
言
葉
を
覚
ゆ
を
さ
な
ご
の

唄
ふ
が
如
き
声
の
聞
こ
ゆ
る

大
谷
津　

海
老
澤
明
子

一
枚
を
剥
げ
ば
残
れ
る
一
枚
の
軽

さ
師
走
に
入
る
カ
レ
ン
ダ
ー

井　

関　

田
口　

房
子

年
の
瀬
の
寂
し
さ
聞
か
ん
藤
棚
の

黒
ず
み
し
莢
ふ
れ
合
い
て
鳴
る

山　

崎　

鈴
木　

君
江

他
愛
な
く
戯
れ
遊
ぶ
子
猫
に
言
う

可
愛
が
ら
れ
て
暮
ら
し
な
さ
い
と

東
成
井　

小
島　

せ
ん

今
年
こ
そ
幸
多
か
れ
と
祈
り
つ
つ

雑
煮
を
味
は
ふ
し
み
じ
み
と
食
む

山　

崎　

荒
井　

幸
子

豪
雪
の
地
に
住
む
人
ら
は
た
く
ま

し
き
一
日
の
雪
に
術
な
し
吾
れ
は

月　

岡　

菱
沼
む
免
子

日
溜
り
に
犬
の
ふ
ぐ
り
の
咲
き
初

め
て
春
の
作
付
け
に
思
い
巡
ら
す

東
光
台　

前
川　

豊
美

眼
力
に
負
け
て
鯛
焼
買
っ
て
く
る

旭　

台　

綿
引
さ
か
え

雪
達
磨
夜
は
健
脚
の
四
股
を
踏
む

貝　

地　

小
池
つ
と
夢

半
分
は
嘘
の
言
ひ
わ
け
息
白
し

東
光
台　

野
村　

洋
子

力
抜
く
生
き
方
上
手
寒
椿

細　

谷　

松
﨑　

淑
子

熱
熱
の
ど
ん
ぶ
り
御
飯
寒
卵

泉　

町　

小
澤　
　

武

初
茜
山
は
鋼
の
力
抜
く

柴　

内　

羽
生　
　

俊

老
い
の
春
句
に
勤
し
ま
ば
惚
け
な

い
ぞ

小　

倉　

植
木　

緑
愁

廻
さ
れ
て
石
臼
寒
ン
を
零
し
け
り

柿　

岡　

平　

き
よ
し

金
泥
の
巳
の
絵
浮
き
立
つ
賀
状
受
く

宇
治
会　

萩
原　
　

清

一
つ
づ
つ
齢
重
ね
て
初
句
会

文
芸
い
し
お
か

●
文
化
協
会
盆
栽
部
高
浜
盆
栽
会

　

高
浜
盆
栽
会
は
、
昭
和
53
年
に
高

浜
地
区
近
辺
に
住
む
サ
ツ
キ
愛
好
家

を
中
心
に
、
約
80
人
で
発
足
し
ま
し

た
。
現
在
は
、女
性
の
会
員
も
増
え
、

サ
ツ
キ
だ
け
で
な
く
他
の
盆
栽
や
山

野
草
に
も
挑
戦
し
な
が
ら
、
更
な
る

技
術
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
、
年
２
回
開
催
す
る

展
示
会
で
す
。
一
つ
は
６
月
の
第
１

土
・
日
曜
日
に
高
浜
公
民
館
で
開
催

す
る
「
花
季
展
」、
二
つ
目
は
10
月

に
行
わ
れ
る
高
浜
地
区
文
化
祭
に
高

浜
小
学
校
体
育
館
で
開
催
す
る
「
秋

季
展
」
で
、
多

く
の
見
学
者
の

目
を
楽
し
ま
せ

て
い
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る

人
は
、
一
緒
に

始
め
て
み
ま
せ

ん
か
。
楽
し
い

仲
間
が
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

小
松
崎
☎
２
６
・
２
９
６
０

俳　
　

句

文
化
協
会
だ
よ
り

市
民
ず
い
ひ
つ

　

な
お
国
府
で
実
務
を
行
う
「
主
典
」

は
「
目
さ
か
ん」
と
書
か
れ
た
が
、
地
名
に
残

る
「
目も
く
だ
い代
」
は
別
で
、
国
司
が
私
的
に

任
命
し
た
使
用
人
だ
と
い
わ
れ
る
。　

石　

岡　

外
川
な
を
み

友
の
顔
思
い
出
し
つ
つ
わ
れ
ひ
と

り
時
を
忘
れ
て
歌
集
よ
み
つ
ぐ

短　
　

歌
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挌
かくがわ

川 葵
あお い

衣ちゃん（1歳 6か月 ) ▶

＊問い合わせ　
秘書広聴課
☎ 23-1111（内線 213）
     http://www.city.ishioka.lg.jp/

　　　　　　　　　旭台一
よくしゃべるようになって
ますます活発に！来年には
お姉ちゃんに。
パパとママから　
かわいく元気に育ってね！

ＨＰ

いしおかフォトコンテスト
         を開催しました

　市の魅力を写真を通して広く伝える「い
しおかフォトコンテスト」。今回は、観
光部門をはじめとする 3部門に加えて筑
波山・霞ヶ浦部門を新設し、市内外から
565 点の応募がありました。
　多くの人が行き交う祭りのにぎわい、四
季の美しさ、家族で楽しむ休日のひととき
など魅力ある風景を切り取った多くの作品
の中から、最優秀賞（茨城県知事賞）に選
ばれたのは、石川良彦さん（千葉県）の「満
開」です。 県

知
事
賞

最
優
秀
作
品

石
川
良
彦

　
　
（
千
葉
県
）

い
し
お
か
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
入
賞
作
品
展
の
開
催
日
程

市
役
所 

１
階
ロ
ビ
ー

　

３
月
５
日
（
火
）
〜
３
月
25
日
（
月
）

八
郷
総
合
支
所 

１
階
市
民
ラ
ウ
ン
ジ

　

４
月
３
日
（
水
）
〜
４
月
15
日
（
月
）

石
岡
市
八
郷
商
工
会 

１
階
物
産
展
示
室

　

４
月
16
日
（
火
）
〜
５
月
31
日
（
金
）

※
八
郷
商
工
会
は
、
土
・
日
・
祝
日
を
除

き
ま
す
。

＊
入
賞
作
品
展
終
了
後
は
、
朝
日
里
山
学

校
で
展
示
す
る
予
定
で
す
。

観
光
部
門

「
待
望
の
ト
ン
ネ
ル
開
通
」

　

齊
藤
一
郎
（
か
す
み
が
う
ら
市
）

お
ま
つ
り
部
門

「
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
」

　

髙
田
良
昇
（
笠
間
市
）

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
・
常
陸
風
土
記
の
丘
部
門

「
あ
れ
が
日
本
一
の
獅
子
頭
よ
」

　

近
藤
勇
（
龍
ヶ
崎
市
）

筑
波
山
・
霞
ヶ
浦
部
門

「
筑
波
路
遙
か
」

　

藤
田
鈴
奈
（
龍
ヶ
崎
市
）

「
満
開
」問い合わせ

商工観光課
☎ 43 ─ 1111（内線 1132）

わが家のアイドル
　わが家のアイドル（小学生未満）           
を募集しています！お子さんの成長の
記念にいかがですか？
　掲載を希望する人は、秘書広聴課へ
連絡ください。
　申し込み用紙は、市のホームページ

（申請書ダウンロード→「わが家のア

イドル」掲載申請用紙）からもダウン

ロードできます。

　バラとダリアが咲き競うように、見事な
満開をみせてくれた 10月。
　温室の前に咲く真紅の秋バラの美しさに
「石岡のバラ」のイメージを込めました。

受賞者から一言

◀酒井 心
ここ み

美ちゃん   （4か月）
　　　　　　　　 鹿の子二
元気で、じっとしているこ
とより遊んでいることの方
が大好きな子
パパとママから　　　　　
元気に大きく育ってくださ
いね。

市
長
賞
（
敬
称
略
）
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